
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

二
六
六

天
海
版

二
切
経

の
目
録
に

つ
い
て

松

永

知

海

二

は
じ

め
に

二
般
的
に
大
蔵
経
研
究
は
時
間
と
労
力
が
か
か
る
割
に
そ
の
成
果
が

少
な
い
と
さ
れ
、
大
正
よ
り
昭
和
の
初
期
の
研
究
を
無
批
判
に
踏
襲
し

て
き
た
感
が
あ
る
。

天
海
版

二
切
経
の
巻
数
に
つ
い
て
、
平
成
元
年
に
復
刊
さ
れ
た
京
都

大

蔵

会

編

の

『
大

蔵

経

-

成

立

と

変

遷

1

』

に

お

い

て
も

、
(
1
)

そ

の
着
手

は
寛
永
十
四
年

(
二
六
三
七
)
三
月
十
七

日
は
じ

め
て
そ

の
第

一

巻
を
刊
行
し
、
十
二
年
を

へ
て
慶
安
元
年

(
二
六
四
八
)
三
月
十

七
日
に
い

た

っ
て
そ

の
功
を
結
ん
で

い
る
が
、
天
海

は
そ

の
完
成
を

み
ず
寛
永
二
十
年

(
二
六
四
三
)
十

月
二
日
百
八
歳

の
高
齢

で
示
寂
し

て
い
る
。
『
日
本
武
州
江

戸
東
叡

山
寛
永
寺

一
切
経
新
刊

印
行
目
録
』
五
帖

(以
下

『
印
行
目
録
』
と

略
称
)

は
、
そ

の
出
版

目
録

で
あ

る
。
そ

の
版
元
は
毎
行
十
七
字
詰
、
二
十

四
行
を
四
折
と

し
た
折
帖

で
、
全
蔵

は
六
百
六
十
五
函
、

二
千
四
百
五
十
三

部
、
六
千
三
百
二
十
三
巻

で
あ

っ
た
。

と

し

て

い
る

が

、

こ

こ

に
記

さ

れ

て

い

る

刊
行

年

月

お

よ

び

函

数

、

部

数
、
巻
数
は
、
実
は

『印
行
目
録
』

の
巻
第

五
の
末
尾
に

部
数

二
千
四
百
五
十
三
部

巻
数
六
千
三
百
二
十
三
巻

函
数
六
百
六
十
五

寛
永
十
四
丁
丑
三
月
十
七
日
始
刊
行
之
到
慶
安
元
戊
子
三
月
十
七
日
経
歴
十

二
年
而
終
其
功
焉

(中
略
)
日
本
武
州
江
戸
東
叡
山
寛
永
寺

山
門
三
院
執

行
探
題
前
毘
沙
門
堂
門
跡
慈
眼
大
師
天
海
願
主

慶
安
元
年
戊
子
暦
三
月
十

日

と
あ
る
記
載
を
、
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
筆
者
が
昨
年
九
月
よ
り
五
月
ま
で
実
施
し
た
京
都
山
科
毘

沙
門
堂
の
天
海
版

一
切
経
の
目
録
作
成
作
業

よ
り
判
明
し
た
こ
と
に
基

づ
き
、
そ
の
出
版
目
録
と
い
わ
れ
る

『
印
行

目
録
』

の
成
立
の
性
格
に

(
2

)

つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

山
科
毘
沙
門
堂
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
天
台
宗
門
跡
寺
院
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
出
雲
寺
と
よ
ば
れ
、
左
京
京
極
出
雲
路
に

あ
り
、
毘
沙
門
天
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
近
世
に
な
っ
て
廃
絶
し

760



て
い
た

の
を
慶
長
年
間
の
末
に
後
陽
成
院
か
ら
天
海
が
毘
沙
門
堂
の
号

を
賜
わ
り
、
寺
を
再
興
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
寺
で
あ
る
。
天
海
が

亡
く
な

る
に
及
ん
で
法
嗣
の
公
海
は
将
軍
家
綱

の
援
助
を
得
て
、
寛
文

五
年

(
二
六
六
五
)
山
科
の
現
在
地
に
寺
領

を
賜

わ
り
、
堂
宇
を
調
え

た
、
経
蔵
は
寺
伝
に
よ
る
と
天
和
二
年

(
二
六
八
二
)
完
成

し
た

と
伝

え
ら
れ
、
二
百
九
十
函
に

一
切
経
が
納
め
ら
れ
た
。
現
在
も

二
函
に
二

帙
な
い
し
三
帙
が
入
れ
ら
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
伝
存
し
て
い
る
。
(
3
)

三

目
録

の
問

題

点

部
数
に
つ
い
て

周
知

の
よ
う
に
、
『大
正
新
修
大
蔵
経
昭
和
法
宝
目
録
』
第
二
巻
の
中

に
は

『印
行
目
録
』
五
帖
が
す
べ
て
翻
刻
さ
れ
て
い
て
(
4
)

(以
下

『法
宝
印

行
目
録
』)、
さ
ら
に
各
経
典
名

の
頭
に
は
原
本
に
は
な

い
通
番
が
算
用

数
字
で
付
け
ら
れ
て
い
る
。

い
ま
最
後
の
最
函
の

『法
宝
印
行
目
録
』
五
巻
を
み
る
と
、
そ
の
頭

に
は
1
4
4
9
と
い
う
番
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
す
る
と
四
部
足
り

な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
素
朴
な
疑
問
に
つ
い
て
、
従
来
な
ん
の
指
摘

も
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
『
法
宝
印
行
目
録
』
(以
下
経
典
名
頭
の
算
用
数
字
は

『
法
宝
印

行
目
録
』
の
番
号
)
を
は
じ
め
か
ら
調
べ
て
み
る
と
、

5
3
4
仏
説
法
常
住
経

5
3
4
仏
説
長
寿
王
経

天
海
版
二
切
経
の
目
録
に
つ
い
て

(松

永
)

と
な

っ
て
い
て
、
5
3
4
番
が
重
複
し
て
い
る
ζ
と
が
判

っ
た
。
(
5
)

次
に
、
7
1
7

『仏
説
十
支
居
士
八
城
人
経
』

の
後

に
は

『
印
行
目

録
』
(
6
)

に
よ
れ
ば

『佛
説
邪
見
経
』
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
と
ぼ
し
て
つ
ぎ

の

『
佛
説
箭
喩
経
』
に
7
1
8
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、

7
1
7
仏
説
十
支
居
士
八
城
人
経

後
漢
安
世
高
訳

説
邪
見
経

失
訳
今
附
宋
録

7
1
8
仏
説
箭
喩
経

失
訳
今
附
東
晋
録

と
あ

っ
て
、
(
7
)

仏
説
邪
見
経
の
仏
の
字
を
脱
落

し
た
こ
と
で
経
典
と
し
て

数
え
な
か

っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
『法
宝
印
行
目
録
』
の
遺
漏
を
補
う

こ
と
が
で
き
た
。

つ
ぎ
に
調
査
に
よ

っ
て
二
点
補
え
る
。
ま
ず

二
点
は
、
5
5
仏
説
大

乗
方
等
要
慧
経

二
巻
の
後
に

『弥
勒
菩
薩
所
問
本
願
経
』

二
巻
が
抜
け

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
両
経
の
千
字
文
巻
次
は
共
に

「推
十
」
で

両
経
合
巻

(帖
)
で
あ
る
。
全
十

二
紙
で
巻
末
に
は
音
釋
と
正
保
三
年

願
文
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
分
量
か
ら
す
る
と
仏
説
大
乗
方
等
要
慧
経

一
巻
は
第

二
紙
の
二
十
行

目
ま

で
、
『弥
勒
菩
薩
所
問
本
願
経
』

一
巻

は
同
紙
二
十
二
行
目
か
ら
第
十
紙
二
十
行
目

(音
釈
の
三
行
分
を
含
む
)

ま
で
で
あ
る
。
内
容
的
に
も
前
者
が

『
大
宝
積
経
』
の

「弥
勒
菩
薩
間

八
法
會
」
の
異
諍
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
弥
勒
六
部
経
に
も
数

二
六
七
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天
海
版

一
切
経
の
目
録
に
つ
い
て

(松

永
)

え
ら
れ

る
重
要
経
典
で
あ
る
か
ら
、
単
純
に
初
め
の
経
典
名
だ
け
を
と

り
、
見
落
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

も
う

二
点
は
5
3
6
菩
薩
善
戒
経
十
巻
と
い
う
記
載
に
つ
い
て
で
あ

る
。

こ
れ
だ
け
見
る
と
十
巻
本
の

『
菩
薩
善
戒
経
』
が
あ
る
か
の
よ
う

で
あ
る
が
、
実
際
に
は
九
巻
本
と

二
巻
本
と
に
わ
か
れ
る
。
と
も
に
同

名
経
典
で

「
劉
宋
羂
賓
三
蔵
法
師
求
那
跋
摩

等

譯
」
と
す

る
。
こ

の

「賢
函
」
は
全
十
巻
で
、

二
巻
本
は
九
巻
本
の
あ
と

に
あ

る
。
智
昇
の

『
開
二兀
釈
教
録
』
第
十
二
二に
よ
れ
。ば
、
(
8
)

今
按
尋
経
本
与
祐
記
不
同
。
経
初
即
有
如
是
我
聞
而
無
優
波
離
問
受
戒
法
。

但
有
九
巻
其
優
波
離
問
受
戒
法
即
後
単
巻
菩
薩
善
戒
経
。
是
若
将
此
為
初
巻

即
与
祐
記
符
同

と
い
い
、
僧
祐

『
出
三
蔵
記
集
』

の
記
載
を
検
討
し
、

こ
の
九
巻
本
と

二
巻
本

と
は
本
来

二
具
で
、

二
巻
本
を
初
巻
と
し
て
い
た
も
の
が
、
別

行
さ
れ

て
き
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
同
じ
経
典
名
で
同
じ
訳
者
で
あ

っ
て
も

二
部
と
し
て
扱

っ
て
よ
い
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
2

1
9
と
2
2
0
は
同
名
の

「
仏
説
談
子
経
」
と
い
い
、
翻
訳
者
も
と
も

に
聖
堅

で
あ
る
が
別
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
九
巻
本
と

二
巻
本
と

は
本
来

分
け
て
数
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上

の
検
討
か
ら
、
天
海
版

の
部
数
は

『印
行
目
録
』
の
記
載
通
り

二
四
五

三
部
と
確
定
で
き
た
。

巻
数
に
つ
い
て

『印
行
目
録
』
は
千
字
文
函
号
の
つ
ぎ
に
函
の
全
巻
数

を
記

し
、
さ

二
六
八

ら
に
経
典
名
と
そ
の
巻
数
を
記
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
千
字
文

函
号
の
全
巻
数
を
記
載
の
通
り
合
計
し
て
み
る
と
、
五
七
九
二
巻
に
な

る
。
『
印
行
目
録
』
巻
末
に
記
載
の
全
巻
数

は
六
三
二
三
巻
で
あ

る
か

ら
五
三

二
巻
も
違
い
が
で
て
く
る
。

天
海
版

二
切
経
を
五
七
九
二
巻
と
す
る
の
は
、
第
六
回
京
都
大
蔵
会

の
展
観
目
録
(
9
)

に
五
七
九
二
帖
と
西
本
願
寺
所
蔵
の
天
海
版

二
切
経
を
記

し
て
い
る
他
は
知
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
実
際
に
経
典
に
照
し

て
数
え
て
み
る
と
、
実
数
で
は
五
七
八
○
巻
と
な

っ
て
、
さ
ら
に

一
二

巻
少
な
い
。
こ
れ
ら
は
つ
ぎ
の
七
函
に
つ
い
て
巻
数
記
載
の
誤
り
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

『
印
行
目
録
』
(
1
0
)

莫
函
は
十
巻
と
す
る
が
、
各
経
典
に
記
載
す

る
巻
数

は
次
の
通
り
で
、
実
際
も
合
計
九
巻
で
あ
る
。

十
住
断
結
経

余
五
巻

仏
説
未
曽
有
因
縁
経

上
下
二
巻

諸
仏
要
集
経

上
下
二
巻

欲
函
は
十

二
巻
と
し
、
(
1
1
)

各
経
典
に
記
載
す

る
巻
数
も
次
の
通
り
合
計

十

二
巻
で
あ
る
が
、
法
集
経
七
巻
は
実
際
は
六
巻
で
あ
る
。

法
集
経

七
巻

観
察
諸
法
行
経

四
巻

言
函
は
九
巻
と
す
る
が
、
(
1
2
)

各
経
典
に
記
載
す
る

巻
数

は
次

の
通

り

で
、
実
際
も
合
計
十
巻
で
あ
る
。

摩
郡
女
経
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摩
登
女
解
形
中
六
事
経

右
二
経
同
巻

摩
登
伽
経

上
中
下
三
巻

舎
頭
諫
経

二
巻

鬼
問
目
連
経

雑
蔵
経

餓
鬼
報
応
出
雑
蔵
経

右
三
経
同
巻

阿
難
問
事
仏
吉
凶
経

慢
法
経

阿
難
分
別
経

五
母
子
経

右
四
経
同
巻

沙
弥
羅
経

玉
耶
経

玉
耶
女
経

阿
鞦
達
経

右
四
経
同
巻

修
行
本
起
経

上
下
二
巻

辞
函
(
1
3
)

は
十
巻
と
す
る
が
、
各
経
典
に
記
載
す
る
巻
数

は
次

の
通

り

で
、
『
佛
説
浄
業
障
経
』
に
巻
数
の
記
載

が
な

い
。
こ
の
経
は

一
巻
で

あ
る
か
ら
、
実
際
は
合
計
十

二
巻
と
な
る
。

太
子
瑞
応
本
起
経

上
下
二
巻

過
去
現
在
因
果
経

四
巻

四
十
二
章
経

法
海
経

海
八
徳
経

右
三
経
同
巻

天
海
版
二
切
経
の
目
録
に
つ
い
て

(松

永
)

仏
説
奈
女
誉
域
因
縁
経

一
巻

仏
説
浄
業
障
経

仏
説
奈
女
書
婆
経

一
巻

仏
説
罪
業
報
応
教
化
地
獄
経

仏
説
龍
王
兄
弟
経

長
者
音
悦
経

右
三
経
同
巻

縣
函
(
1
4
)

は
十
三
巻
と
す
る
が
、
各
経
典
に
記
載
す
る
巻
数
は
次
の
通
り

で
、
同
巻
の
も
の
を
別
に
数
え
て
い
る
が
、
実
際
の
合
計
は
十
巻
で
あ

る
。仏

説
大
摩
里
支
菩
薩
経
七
巻

合
本
五
巻

(巻
四
と
五
、
六
と
七
が
合
巻
)

二
切
如
来
大
秘
密
王
未
曽
有
最
上
微
妙
大
曼
拏
羅
経
五
巻

合
四
巻

(巻
二

と
三
が
合
巻
)

仏
説
普
賢
菩
薩
陀
羅
尼
経

大
金
剛
妙
高
山
楼
閣
陀
羅
尼
経

右
二
経
同
巻

騙
函
(
1
5
)

は
九
巻
と
す
る
が
、
各
経
典
に
記
載
す
る
巻
数
は
十
巻
で
、
実

際
も
合
計
十
巻
で
あ
る
。

用
函
(
1
6
)

は
十
九
巻
と
す
る
が
、
各
経
典
に
記
載
す
る
巻
数
の
次
の
通
り

二
十
巻
で
あ
る
。
佛
説
海
意
菩
薩
所
問
浮
印
法
門
経
は
正
し
く
は
十
八

巻
で
、
ま
た
実
際
に
は
二
巻
同
巻
と
し
て
数
え
て
い
る
か
ら
、
全
九
巻

で
次
経

二
巻
と
の
合
計
は
十
巻
で
あ
る
。

仏
説
海
意
菩
薩
所
問
浄
印
法
門
経

十
九
巻

二
六
九
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天
海
版

二
切
経
の
目
録
に
つ
い
て

(松

永
)

仏
説
聖
観
自
在
菩
薩
不
空
王
秘
密
心
陀
羅
尼
経

二
巻

以
上
、
そ
れ
ら

の
異
同
部
分
を

二
覧
に
し
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ

る
。千

字
文

(経
番
)

『印
行
目
録
』

実
数

莫

(3
9
1
)

十
巻

九
巻

欲

(4
1
1
)

十

一
巻

十
巻

言

(7
6
1
)

九
巻

十
巻

辞

(
7
7
8
)

十
巻

十

二
巻

縣

(1
1
5
1
)

一
三
巻

十
巻

騙

(1
2
4
8
)

九
巻

十
巻

用

(1
4
4
6
)

十
九
巻

十
巻

経
典
名
に
つ
い
て

つ
ぎ
に
、
実
際
の
経
典
名

(首
題
)
と

『印
行
目
録
』
(『法
宝
印
行
目
録
』

に
は
さ
ら
に
誤
植
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
記
さ
な
い
)
と
の
違
い
を
明
ら
か

に
し
た

い
。
こ
こ
で
は
、
『
印
行
目
録
』
第

二
巻
に
限

っ
て
そ

の
違

い

を
載
せ
る
。

『印
行
目
録
』

経
典
首
題

1
2
金
剛
能
断
般
若
波
羅
蜜
經
↓
能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
經

4
0
阿
関
世
王
女
阿
術
達
婆
菩
薩
經
↓
阿
闍
世
王
女
阿
術
達
菩
薩
經

4
2
郁
伽
迦
羅
越
門
菩
薩
行
經
↓
郁
伽
羅
越
問
菩
薩
行
經

5
8
大
集
月
蔵
経
↓
大
方
等
大
集
月
蔵
経

6
7
大
集
菩
薩
念
仏
三
昧
分
經
↓
佛
説
大
集
菩
薩
念
仏
三
昧
分
經

二
七
〇

7
4
大
集
譬
喩
經
↓
大
集
譬
喩
王
經

1
0
5
羅
摩
伽
經
↓
佛
説
羅
摩
伽
經

1
0
7
後
分
涅
槃
經
↓
大
般
涅
槃
経
後
分

1
3
1
佛
説
俺
眞
陀
羅
尼
如
来
三
昧
經
↓
佛
説
俺
眞
陀
羅
如
来
三
昧

經

1
6
3
新
譯
大
乗
入
楞
伽
經
↓
大
乗
入
楞

伽
經

1
8
2
佛
説
灌
頂
魔
封
印
大
神
呪
經
↓
佛
説
灌
頂
伏
魔
封
印
大
神
呪

經

2
0
0
彌
勒
下
生
經
↓
佛
説
彌
勒
下
生
經

2
8
0
佛
説
灌
頂
經
↓
佛
説
灌
佛
經

(相
違
部
分
筆
者
加
線
)

以
上
十
三
件

の
な
か
、
「佛
説
」
が
経
典
題
名

に
付
く

か
、
付
か
な
い

か
と
い
う
違
い
だ
け
で
は
な

く
、
2
8
0
番

の
よ
う

に

「灌
頂
」
と

「灌
佛
」
と
い
う
よ
う
に
全
く
違

っ
た
内
容
を
さ
す
よ
う
な

間
違
い
も

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
誤
り
は
刊
行
の
最
後

に
出
版
さ
れ
た

『印
行
目

録
』
と
は
思
え
な
い
粗
雑
さ
と
い
え
よ
う
。

経
典
配
列
に
つ
い
て

さ
ら
に
、
『
印
行
目
録
』
と
実
際
の
経
典
と

の
違
い
と

し
て
経
典
配

列
の
順
序
が
あ
げ
ら
れ
る
。

『
印
行
目
録
』

実
際
の
順
序

6
8
大
方
等
大
集
賢
證
経
五
巻

般
舟
三
昧
経
三
巻

6
9
般
舟
三
昧
経
三
巻

抜
阪
菩
薩
經

二
巻

7
0
抜
阪
菩
薩
經

二
巻

大
方
等
大
集
賢
護
經
五
巻
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2
1
7
佛
説
太
子
沐
魂
経

太
子
須
大
拏
経

二
巻

2
1
8
佛
説
九
色
鹿
経

佛
説
眛
子
経

2
1
9
佛
説
談
子
経

太
子
慕
魂
経

2
2

0
佛
説
談
子
経

佛
説
太
子
沐
魂
経

2
2
1
太
子
慕
魂
経

佛
説
九
色
鹿
経

2
2
2
太
子
須
大
拏
経

二
巻

佛
説
談
子
経

5
4
0
佛
藏
経
四
巻

菩
薩
理
略
本
業
経
二
巻

7
4
1
菩
薩
理
塔
本
業
経
二
巻

菩
薩
戒
本

二
巻

5
4
2
菩
薩
戒
本

二
巻

菩
薩
戒
本
経

二
巻

5
4

3
菩
薩
戒
本
経

二
巻

菩
薩
戒
羯
磨
文

二
巻

5
4
4
菩
薩
戒
羯
磨
文

二
巻

佛
藏
経
四
巻

1
2
7
3
御
製
佛
賦

御
製
秘
蔵
詮
二
十
巻

1
2
7
4
御
製
詮
源
歌

御
製
佛
賦

1
2
7
5
御
製
秘
蔵
詮
二
十
巻

御
製
詮
源
歌

以
上
四
件
の
経
典
順
序
は
、
天
海
が
踏
襲
し
た
思
渓
版
の
目
録
に
照
し
(
1
7
)

て
み
る
と
、
初
め
と
最
後
の
二
件
は

二
致
す
る
が
、
中
二
件
の
配
列
は

相
違
し

て
い
る
。
な
お
こ
の
配
列
は
天
海
版
の
各
経
典
首
題
の
下
に
経

典
順
序
を
表
わ
す
漢
数
字
の
記
載
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ

っ
て
、
実
際
に
漢
数
字
は
付
い
て
い
な
い
場
合
や
、
胡
粉
の
よ
う

な
も

の
で
白
く
塗
り

つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多

い
。
こ
れ
ら
の
配
列

天
海
版

一
切
経
の
目
録
に
つ
い
て

(松

永
)

順
序
を
含
め
、
底
本
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
な
る
。

三

ま

と

め

以
上
、
『
印
行
目
録
』
お
よ
び

『法
宝
印
行
目
録
』
と
実

際

の
天
海

版
経
典
と
の
比
較
を
行
な

っ
た
。

天
海
版
の
巻
数
は
実
際
の
帖
数
と

二
致
し
、
正
し
く
は
五
七
八
○
巻

(帖
)
で
あ
り
、
そ
の
経
典
配
列
順
序
も
経
典
名
も

『
印
行
目
録
』
と

二

致
し
な
い
部
分
が
み
ら
れ
た
。
天
海
版

一
切
経
の
最
後
を
締
め
く
く
る

刊
行
目
録
と
し
て
は
い
さ
さ
か
粗
い
目
録
と

み
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
私
と
し
て
は
こ
れ
を
刊
行
予
定
目
録
と
し
て
あ

っ
た
も

の
が
、

完
成
を
急
い
だ
た
め
に
刊
行
目
録
と
し
て
出
版
さ
れ

た
た

め

で
あ

ろ

う
、
と
推
定
し
て
い
る
。

そ
の

二
例
と
し
て
四
十
巻
本

『
華
厳
経
』
第
十
九
巻
に
は
丁
度
四
百

 
の
 

字
分

の
字
数
が
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
底
本
と
し
て
使
わ
れ
た

明
の

『
萬
暦
版
』

二
紙
分

(四
百
字
)
に
相
当
す
る
が
、
あ
え
て
こ
の
よ

う
な
誰
に
で
も
解
る
脱
文
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。

そ
れ
は
完
成
年
の
慶
安
元
年
が
徳
川
家
康

の
三
十
三
回
忌

に
あ

た

り
、
天
海
に
慈
眼
大
師
と
い
う
大
師
号
を
追
贈
し
た
年
で
あ

っ
た
か
ら

で
あ

る

。
(
1
9
)

1

同
書
九
十
九
頁

(初
版

は

二
九

六
四
年

刊
行
)

2
 
現
在

『
天
海
版

一
切
経
』

の
目
録
を
作
成
中

で
る
。

3

五
千
四

百
二
十
五
巻
が
あ

り
、

こ
れ

は
全
巻
数

の
九

四
%

に
あ
た

る
。

二
七

一
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天
海
版

一
切
経

の
目
録

に

つ
い
て

(松

永
)

4

三
九

一
頁

よ
り
。

7

四
〇

六
頁

a
。

6

第
三
巻
十
七
紙

二
四
行

目
。

7

四

一
二
頁

b
。

8

大

正
蔵
五

五
巻
六
〇

六
頁

a
、
『
仏
書
解
説
大
辞

典
』

第

九

巻

四
〇

六

頁
d

『
菩
薩
善

戒
経
』
の
項
参
照
。

9

『
大
蔵
会

展
観
目
録
』
一

ニ
一
頁
。
文
華
堂
刊
。

10

第
二
巻
十

紙
。

11

第
二
巻
十
三
紙
。

12

第
三
巻
二
十
二
紙
。

13

第
三
巻
二
十
三
紙
。

14

第
五
巻
二
紙
。

15

第
五
巻
九
紙
。

16

第
五
巻
二
十
八
紙
。

17

『
昭
和
法
宝
総
目
録
』
第

一
巻
九
〇

八
頁
よ
り
。

18

こ
の
脱
文

に
よ

っ
て
、
底
本

と
し
た
明
蔵

に
落
丁
が
あ

っ
た
こ
と
が

わ

か

っ
た
。
立
正
大
学
野
沢
佳
美
氏

が
指
摘

し
て
い
る
天
海
版

の
底
本
間
題

に

つ
い
て
、

(
「天
海
版
大
蔵

経
の
底

本

に
つ
い
て
」

(『
異
文
化
交
流

』
20

号

)
所
蔵
者

を
知

る
手
が

か
り
と
な

ろ
う
。
写
真
参
照
。

19

梶
浦
晋

氏
よ
り
、
慶
安

元
年

に
行

な

わ

れ

た
家
康
三
十

三
回
忌

の
表

白

・
願
文

な
ら
び
に
法
要

作
法
が
叡
山
文
庫
に
所
蔵

さ
れ

て

い
る
こ
と
を

ご
教
示
し
て
戴

い
た
。
完

成
を
急

い
だ

こ
と
を
補
強
す

る
資
料

と
し
て

こ

こ
に
記
す

る
。

本
稿
が
な
る

に
あ
た
り
、
毘
沙
門
堂

の
ご
門
跡
を
は
じ
め
執

事
長

上
野
良

明
氏
、
な
ら
び

に
石
田
潔
氏

に
は
大
変
お
世
話
に
な

っ
た
。

こ
こ
に
記
し

て
謝
意
を
表
す
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
>

大
蔵
経
、
天
海
版

一
切
経
、
毘
沙
門
堂

(佛

教
大
学
助

教
授

)

二
七
二

四十巻 本 『華厳經』 第十九巻 第十紙 より第十一紙 脱字 部分
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